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はじめに

　福井県内に分布するフクジュソウ属植物は，勝山

市北谷地区に生育するミチノクフクジュソウ Adonis 

multiflora のみとされてきた（渡辺 2003）．しかし，今回，

大野市において新たにフクジュソウ属植物の自生地が

発見された．そこで筆者らは，新たに発見されたフク

ジュソウ属植物の同定を行うため，現地調査および遺

伝解析を行った．

方法

　現地調査は，2013 年 5 月 11 日に福井県大野市内で

行った．花期は既に終了していたため，フクジュソウ

属植物の同定において重要な形質である葉の裏の毛の

有無，葉の付き方，分離複果のサイズについて確認

した (Kaneko et al. 2005)．同時に DNA 解析用の葉に

ついても採取した．分離複果の形態については，分

離複果が離散していない 5 個体について長さおよび

幅をノギスで計測した．遺伝解析については，2 個体

を対象に実施した．先行研究に従って，葉緑体 DNA

の trnL-F 遺伝子間領域の塩基配列を決定し (Taberlet 

1991, Kaneko et al. 2008)，得られた配列について，国

内に分布するフクジュソウ属植物 4 種 （フクジュソ

ウ A. ramosa, キタミフクジュソウ　A. amurensis, ミチ

ノクフクジュソウ A. multiflora, シコクフクジュソウ A. 

shikokuensis） の配列との比較を行った．

結果と考察

　分離複果の長さは，15.0-19.5 mm であり，幅は 11.0-

13.0 mm であった．これらの分離複果の大きさは，こ

れまでミチノクフクジュソウやシコクフクジュソウで

報告されているよりも明らかに大きく，フクジュソウ

やキタミフクジュソウと同等のサイズであった．また，

葉の裏はほとんど無毛であり，葉は互生でありフク

ジュソウの形態的特徴を有していた．遺伝解析の結果

も，今回大野市において発見された個体は，勝山市の

個体を含むミチノクフクジュソウやシコクフクジュソ

ウとは明確に異なる配列を有し，他地域のフクジュソ

ウもしくはキタミフクジュソウと同一の配列を有して

いた．

　これらの結果は，今回新たに発見された大野市のフ

クジュソウ属植物は，これまで福井県内に分布が知ら
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れていたミチノクフクジュソウではなく，フクジュソ

ウであることを示している．遺伝解析の結果は，大野

市のフクジュソウ属植物がフクジュソウもしくはキタ

ミフクジュソウであることを明示しており，葉裏の毛

や互生する葉といった形態的特徴は，フクジュソウ

であることを示している．フクジュソウとキタミフ

クジュソウのもっとも大きな違いは染色体数であり 

(Nishikawa and Ito 1978, Nishikawa and Ito 1979)，大野市

において発見されたフクジュソウ属植物を確実に同定

するためには，染色体数を明らかにすることが望まし

い．また，両種は，茎あたりの花の数が異なることも

知られており，キタミフクジュソウは茎あたりに１つ

しか花を付けないのに対し，フクジュソウは茎あたり

に複数の花を付けることがある (Nishikawa 1989)．調査

時期が適切ではなかったこともあり，今回の調査にお

いては十分な数の個体について茎あたりの花の数を調

べることはできなかった．しかし，より適切な時期に

調査を行うことにより，茎あたり複数の花を付ける個

体が確認できれば，得られた結果と合わせて，フクジュ

ソウであることがより明確になると考えられる．

　これまでフクジュソウは，福井県内において分布す

るとは考えられてこなかった（渡辺 2003）．しかし，

河野・林（2004）が示した分布図においては，福井県

大野市と思われる場所にフクジュソウの分布が示され

ている．この分布図が，どのような論文もしくは標本

に基づいて作成されているかは明記されていない．し

かし，以前にも大野市においてフクジュソウの標本が

採取されている可能性は高い．もし，この標本を特定

することができれば，福井県におけるフクジュソウの

分布について，さらなる知見が得られるかもしれない．

つまり，過去に採取された標本が，異なる場所で採取

されたものであれば，大野市において次の集団が再発

見される可能性がある．

　以上のことから，福井県内のフクジュソウの分布に

ついては，今後，さらなる現地調査や標本資料等の調

査が望まれる．また，福井県内においてはフクジュソ

ウの生育地がごく限られていることは明白であり，本

種も絶滅危惧種に指定し，保全上の配慮をすべき種で

あることは明らかである．同時に，生育地としても重

要であるため，勝山市のミチノクフクジュソウと同等

に何らかの保護地域として保全していくことが望まし

い．
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付図１　大野市のフクジュソウ群落（2014 年 3 月 31 日撮影）．急斜面に多数の個体が生育している．


